



Human education and The dynamic of Art





Faculty of Education for Human Growth
キーワード：鑑賞教育，美術教育の価値，美術教育の歴史，美術教育の特徴，美術教育の評価
Abstract：The words “free” “creative” “individualistic” “joy” ,appear throughout the Course of Study 
for Art & Handicraft and Art & Design. These words surely show the individual characteristics of the 
subjects. At the same time, they represent some problems with the subjects. This is because, they 
can be viewed as a “directionlessness” with the subject. Thus, the purposes of this thesis is to argue 
their individual characteristics as subjects from the standpoint that a characteristics class practices 
concentrating on appreciation education and also to explain the problems of Art & Handicraft and Art & 
Design from the perspective of their historical backgrounds.
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い。というものだった。この言葉に , 学校教育 , そして
美術教育が抱える二つの課題が垣間見える。一つは , 差
異を生み , 能力の違いを歴然とすることへの恐れであ










　百年以上も前に , Ｊ・デューイ（John Dewey）は『学





　それに加え ,「どうしてわたしたちは , こうも心が固
くて , 呑み込みが悪いのであろうか」と述べた。（３）児
童の作品に対する私たち大人の評価眼を追求していく





のリアルな造形 , 瞬間の表現など , 魅力に富んだ造形物




する価値がある。本題材では , 紙粘土 , ポスターカラー ,
木工用ボンドやホットボンドを材料とした。それら制
限された材料の中で , よりリアルな料理サンプルの造



















動」へと発展し , 子どもの主体的表現として ,「臨本に
よらない , 児童の直接的な表現」を目指すようになった。










　そして昭和期に入り , 学習指導要領の改訂 , 変遷とと
もに , 図画工作・美術において重視される考え方は変
化してきたのである。昭和 22 年 ,26 年の学習指導要
領においては ,「生活に役立つ」「道具的教科として」「実
用的」「技術力の養成」といったキーワードが浮かび上
がる。しかしいつからか , 実用的側面を弱め ,「楽しい






































ゴを観察したとき , その種は決して黒くはなく , 濃くて
も茶色に近い色である。それがなぜ , 記憶の中で黒に
変わるのか。それは , そのように表現した児童にとって ,
種はイチゴの強い特徴だからなのである。それを黒色















　人がある事象 , あるいは事物と出会い , 体験した時 ,
それは個々の価値と作用しあうことによって記憶とな
り , 個の内界を形成する。そしてそれを表出しようと
した時 , 個の内界で形成された価値の優先によって , 実































ど , 充実感を得て , 真実に近い感覚を持つことになる。
「自分らしさ」とは , 自分に適した , あるいはその子ら
しい表現様式や方法 , 材料や技法などを自らが造形表




よう。これは , 造形表現に対する狭い考え方で , 表現す
る子どもにとってストレスになる場合がある。造形表
現には , もっと広い意味や可能性があるはずで , そうし
た狭い考え方を , 多様な表現方法 ,「自分らしい」表現





つまり , 児童が自分に適した , あるいは好きなその子ら
しい表現様式や方法 , 材料や技法などを自らが造形表
現活動を通して試行錯誤する中で , 追求 , 発見 , 表現し

























チゴの作品を , それをたまたま評価する人間が , その感
性と記憶の優先順位で評価してしまうことは簡単であ
る。しかし , そこから図画工作科が持つ教科としての







由に抱き , 開放し , 表現することの喜びは , 人間的であ
り , 人間の根源とつながり , 生きる喜びへとつながる。
それが , 図画工作・美術の魅力なのではないだろうか。









たちが成長し , 大人になっていく過程で , 様々な「夢」







こそ , 図画工作・美術の学力が存在する。そして , 夢を
達成するための過程を学び , 試行錯誤を学び , 工夫の必
要性を学び ,「自分らしさ」を知っていく。（５）
　「自分らしさ」とは , 感性主義的であり , ともすれば
前述した歴史上の批判（放任主義的な）を伴う恐れを

























　鑑賞教育は , 明治 37 年の『図画教科書』に鑑賞教材
が登場したのが初めてとされる。その後発展を続けな
がら , 昭和 26 年の学習指導要領では , 教育内容の５項
目の中に「鑑賞」が整理され , 目標には「４．造形作品




の立場が曖昧であり , また , 内容においても紆余曲折を
繰り返してきたのは , 鑑賞教育の概念と , その教育的効
果が明確に理論化されてこなかったからではないだろ














　高学年になると , 鑑賞交流活動の中で , 友だちのアド
バイスを聞き , 取捨選択しながら , 自分自身が最も望ん
でいる表現の様相を明確に捉えて活動することができ
る時期になる。友だちとの鑑賞交流活動を行い , その











とで , 子どもにとってはなおさらである。子どもとは ,
自己の自由を拡大していくのみでよいのである。しか
し , 学校教育という場においての子どもは , そうではな
い。目標を明確に持ち , その目標を認識し , それを達成





成するために ,「私」は何をしていのか , 何を伝えたい
のかを知る自己認識は , 社会との融合への大切な試み
なのである。そして , 教科教育としての「壁」を題材










ない段階であり , 自由闊達なものである。そして , 作り
始めた時 , そのイメージは次第に具象化し , 題材の具現
化が始まる。この時 , 自分が何を生み出そうとしてい
るのかという「個の認識」は , 一端完成したように感
じられる。だが , この時点での「個の認識」は , 他者の
介在がない , あくまでも自己中心的なもので , 高次の自
己認識とは言い難い。児童は作り続ける中で , 自己の
イメージが変化したり，その変化を安易に受け入れた











で済ませてしまうことは , 低次の学習を招き , 図画工作・
美術の教科としての価値を損ないかねないということ
に , 授業者は留意しなければならない。そこで , 表現活
動途中の鑑賞活動を取り入れる。例えば , 個々の作品
を二人組やグループで鑑賞し , 意見を交流しあう。そ
の時 , 思いの他 , 自らのイメージが伝わらない , あるい
は具象化されていないことに気づく。また , 他者評価
を経て , 自らの思いをより明確にする場合もあるだろう。
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代の『コドモノ画』には , 子どもの絵は , 子どもの精神
世界を知る材料であると説き , 昭和初期の国定教科書











るため , 同様には考えることはできないが ,「内面」に
影響を及ぼす教科としての特性に , 共通点はあるので
はないだろうか。それは , 表現活動で「内界」を表出
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